
歴
史
語
り
紡
ぐ
マ
ス
タ
ー

小
樽
運
河
の
保
存
運
動
に
関
わ
っ

た
経
験
か
ら
、
市
民
や
観
光
客
に
歴

史
を
語
り
継
い
で
き
た
佐
々
木
さ
ん
。

一
九
七
五
年
、
市
内
で
喫
茶
店
「
叫

児
楼
」
を
開
店
。
運
河
保
存
運
動
の

一
環
と
し
て
、
七
八
年
に
始
ま
っ
た

音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
。

古
道
具
の
販
売
、
小
樽
観
光
協
会
常

務
理
事
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
に
喫

茶
一
番
庫
を
開
業
。
15
年
半
に
わ
た

り
「
小
樽
を
熱
く
語
る
」
マ
ス
タ
ー

と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

旧
運
河
プ
ラ
ザ
は
現
在
ル
タ
オ
の

店
舗
に
な
っ
て
い
る
。
喫
茶
店
を
い
っ

た
ん
閉
じ
た
佐
々
木
さ
ん
は
開
業
先

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
中
央
市
場

が
候
補
に
な
っ
た
。
80
年
の
歴
史
を

も
つ
同
市
場
。
「
こ
こ
は
小
樽
の
ま

ち
を
つ
く
っ
た
民
の
力
を
感
じ
る
場

所
」
と
い
う
こ
と
で
出
店
を
決
め
た
。

昨
秋
開
業
し
た
お
店
は
、
広
さ
約

19
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー

４
席
、
２
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル
席
が
２

つ
の
計
８
席
。
コ
ー
ヒ
ー
や
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
、
ケ
ー
キ
な
ど
を
提
供
す

る
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
小
さ

く
て
、
居
心
地
が
良
く
て
、
面
白
く

て
、
た
め
に
な
る
店
」
だ
と
い
う
。

カ
ウ
ン
タ
ー
の
板
は
運
河
保
存
運

動
で
タ
グ
を
組
ん
で
い
た
山
口
保
さ

ん
（
元
小
樽
市
議
、
木
彫
工
房
「
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
を
経
営
、
サ
カ

ナ
ク
シ
ョ
ン
の
山

口
一
郎
さ
ん
の
お

父
様
）
が
加
工
さ

れ
た
重
厚
な
作
品

だ
（
上
写
真
）
。

カ
ウ
ン
タ
ー
の
片

隅
に
は
小
樽
の
歴

史
を
紐
解
く
書
籍

や
雑
誌
が
並
ぶ
。
中
で
も
「
潮
陵
」

が
目
を
引
い
た
。
潮
陵
の
卒
業
生
が

寄
稿
さ
れ
て
い
る
会
報
だ
が
、
内
容

が
充
実
し
て
い
る
。
百
号
を
越
え
、

歴
史
の
重
み
を
感
じ
た
。
書
籍
と
佐
々

木
さ
ん
と
の
会
話
。
小
樽
の
街
の
情

報
を
集
め
る
の
に
は
最
適
な
場
所
だ
。

小
樽
の
本
来
の
魅
力
発
信

若
い
頃
、
佐
々
木
さ
ん
は
大
学
を

や
め
て
、
札
幌
の
飲
食
店
で
働
い
て

い
た
と
き
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に
出

か
け
た
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
、
故
郷

の
小
樽
を
好
き
に
は
な
れ
な
か
っ
た

が
、
海
外
の
港
町
を
見
て
、
小
樽
の

魅
力
や
可
能
性
に
目
を
開
か
れ
た
と

い
う
。
そ
れ
で
店
を
持
つ
な
ら
、

「
小
樽
で
」
と
戻
る
こ
と
に
し
た
。

喫
茶
店
「
叫
児
楼
」
を
開
店
し
、
そ

こ
に
に
運
河
保
存
運
動
に
携
わ
る
人
々

が
結
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

論
争
の
末
、
運
河
は
半
分
残
さ
れ
、

半
分
埋
立
て
ら
れ
た
。
だ
が
、
歴
史

的
建
造
物
の
魅
力
と
相
ま
っ
て
小
樽

は
そ
の
後
、
観
光
地
と
し
て
注
目
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
佐
々
木

さ
ん
は
堺
町
通
り
の
よ
う
な
商
業
的

な
観
光
地
を
小
樽
ら
し
い
と
考
え
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
小
樽
の
本
来

の
魅
力
は
別
な
も
の
、
そ
れ
を
語
り

紡
ぐ
こ
と
の
で
き
る
大
切
な
人
だ
。

「
佐
々
木
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
人
が

集
ま
り
ま
す
ね
」
と
言
う
と
「
一
人

の
力
で
は
な
い
」
と
否
定
さ
れ
た
。

50
年
前
の
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
成
功
し
た
と
き
も
色
々
な
人
の
力

が
結
集
し
て
街
を
変
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

歴
史
、
文
化
は
発
展
す
る

「
街
の
記
憶
、
歴
史
や
文
化
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
。
す
る
と
そ
の
先

に
何
か
が
生
ま
れ
る
。
君
は
仁
木
町

出
身
だ
っ
た
ね
。
将
来
、
故
郷
に
戻
っ

て
何
か
し
た
ら
い
い
よ
」
と
仰
っ
た
。

こ
の
日
は
フ
ラ
ン
ス
人
、
ロ
シ
ア

人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
留
学
生
が
立
ち

寄
り
、
会
話
し
た
と
い
う
。
客
層
は

地
元
の
常
連
さ
ん
が
多
い
と
い
う
が
、

観
光
客
も
佐
々
木
さ
ん
と
の
会
話
を

楽
し
み
、
小
樽
を
記
憶
す
る
。
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2025年12月27日時刻は正午。父に送ら
れ、母と新千歳空港へとやってきた。こ

こ十年ほど、私は母方の実家がある大阪

で年を越すことが恒例となっていた。

14時過ぎになり、搭乗が開始された。今

回搭乗した機体は、ボーイング737であり、

座席は左主翼後方の窓側を予約してもらっ

た。主翼付近に席を取ることも恒例となっ

ていた。目の前には、飛行機が数機居た

が、ANA機とAIRDO機が見つめ合っている光

景を見て、猫のケンカのようだなと思っ

た。しばらくすると、飛行機は誘導路を

自走し、滑走路へ侵入。遂に北の大地を

離れ、大空へと飛び立った。

飛行機は、離陸後すぐに太平洋へ出た。

この日は雲量が多く、地形や街、海の他

に、雲の形が地域で移り変わる姿を目撃

することができた。そんな景色が眼科に

広がる中、私は次の美術作品に生かそう

と、スマホを構えていた。

そうこうしているうちに、飛行機は着

陸準備に入り、雲の下の陸地を望めるよ

うになっていた。新幹線や在来線が横切っ

たことから京都府または大阪府北部だと

思われる。更に、平坦で田んぼが広がる

地域の上空を通過した。そこを赤い列車

が走っていたことから奈良県上空へ侵入

したことがわかった。高度は更に下がり、

十六時頃、大阪府上空に到達した。伊丹

空港付近は市街地を低空飛行することか

ら、「こりゃ反対運動も起こるわな」と

改めて思った。

伊丹空港に到着すると、多くの飛行機

から歓迎を受けた。日は既に傾き、一面

は橙色に照らされていた。

空港内には、みかんジュース自販機が

ある。伊丹空港では、これを買うのが習

慣化してきた。伊丹空港からの交通機関

には、大阪モノレールやバスがあるが、

今回は空港バスに乗車する。大阪モノレー

ルには幼少期以来、利用していないため、

いつか乗りたいと思い続けている。そん

な空港を後にすると、すぐに渋滞に巻き

込まれてしまうなど、思いがけないこと

もあったが、無事に阿部野橋へと到達し

た。時刻は18時。夜空に月が綺麗に見えて

いた。それから、天王寺駅へ向かい、慣

れ親しんだ阪和線普通に乗車。母の実家

がある鶴ヶ丘駅に到着した。到着してす

ぐ、向かいのホームを関空紀州路快速が

走り去って行った。

坂
東
元
の

鉄
道
日
記

関
西
の
旅
（
１
）

大
阪
府
上
空
を
低
空
飛
行

佐
々
木
一
夫
さ
ん

中
央
市
場
で
喫
茶
「
叫
児
楼
」
を
再
開

㉖

伝
説
の
喫
茶
店
「
叫
児
楼
」
の
店
主
で
あ
る
佐
々
木
一
夫
さ
ん
。
小
樽
運
河
プ
ラ
ザ
・

喫
茶
一
番
庫
の
マ
ス
タ
ー
を
終
え
、
昨
秋
、
中
央
市
場
第
２
棟
（
稲
穂
３
）
に
喫
茶

「
叫
児
楼
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
二
年
ぶ
り
に
訪
問
し
、
お
話
を
聞
い
た
。

喫
茶
店
入
口
に
立
つ
佐
々
木
一
夫
さ
ん

叫児楼オリジナ

ルドレッシング

人気商品です


